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別紙  

令和６年度社会福祉法人吉川仲よし会事業報告書  

１ 法人本部事業 

①  会議 

月 会議名 

5/22 

5/25 

財務及び保育業務監査 

第1回理事会 

6/15 定時評議員会 

7/20 第2回理事会 

8/25 第3回理事会 

10/20 第4回理事会 

2/16 第5回理事会 

②  事業  特になし   

 

２ 保育園運営 

年間受入内訳                          （単位/人） 

年  齢 ０才 １才 ２才 ３才 ４才 ５才 平均 

吉川つばさ 

保育園 

定員 3 4 6 15 16 16 60 

月平均受入数 6.0 8.0 10.0 15.0 14.9 15.1 69.0 

ナーサリー 

ルームつばさ 

定員 3 8 8 ‐ ‐ ‐ 19 

受入数 2.3 6.9 7.8 ‐ ‐ ‐ 17.0 

市野谷つばさ

保育園 

定員 3 10 11 12 12 12 60 

受入数 4.3 8.0 12.0 11.7 11.0 12.0 59.0 

 

３  吉川つばさ保育園事業報告  

３－１  保育活動  

① ひよこ組（０歳児クラス）  

月齢差が大きくあったが高月齢児が低月齢児の手伝いをしようとしたりと子ども同士

の関りが年間を通して見られるようになった。また、１歳児と過ごしたり異年齢児との

関りをもつことで模倣しやってみようという気持ちが芽生えてきている。子ども達の気

持ちを受け止めていくなかで、自分のしたい事を喃語や身振り手振り、簡単な言葉

で伝えられる姿が多く見られ、引き続き興味、関心を広げていけるようにしたい。  

② たんぽぽ組（１歳児クラス）  

感触の異なるものを使った遊びを多く取り入れたことで徐々に苦手意識が薄れ、砂

場の砂に触れる程度だった子ども達が後半になってくると型抜きをして遊ぶ姿が見

られるようになり、遊びに広がりが見られた。１年間言葉で伝えることを意識した環境

を考えてきた。発語も増え友達同士言葉で関わる様子が増えた。しかし、自分の気
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持ちが強くなってしまう様子も見られるので、子どもの気持ちを受け止めながら子ど

も同士の遊びへと発展できたら良いと思う。 

③ すみれ組（２歳児クラス）  

１年を通して身の回りのことは自分でやるということを意識し関わってきたことで、身

辺自立した子が多かった。また、２月後半からは部屋を幼児の部屋に異動したこと

で幼児組での過ごし方を伝え、自ら行動できるようになってきた。お友だち同士の関

りでは、必要に応じて介入したことで、子ども同士で声を掛け合ったり数を数えなが

ら順番に同じ玩具を使う様子も見られるようになった。また、２歳児組保育室の玩具

を写真で掲示することで、自分で遊びたい遊びを伝えられるようになり集中して遊べ

る時間が多くあった。 

④ さくら組（３歳児クラス）  

         困ったこと、嫌なことを自分の言葉で表現できずに泣いたりおこったりしていた子が

、保育者が身の回りのことは自分でできると思えるような声かけしてきたことで、自分

なりの言葉で伝えられるようになってきた。人前で表現することが難しい子が友達と

一緒に取り組んだり、保育者と参加したりすることで遊びの中で楽しく表現すること

ができるようになった。運動会や発表会では、その子なりの参加方法を探し、練習

の様子を写真など掲示し保護者と園での様子を共有したことで、それぞれの姿を

認めてもらうことができたと感じる。 

⑤ ひばり組（４歳児クラス）  

表現（言葉での意思表示、人前に出る経験、絵等）では、個々に苦手とする場面が

見られたが、無理強いせず他児と一緒に行ったり保育者が丁寧にかかわったことで

、言葉で伝えることや人の前で表現すること等の成長が見られた。ゾーン遊びや普

段の活動では、保育者からの提案で初めて知る遊び等多くあり、遊びの幅が広がっ

たように感じた。次の学年でも、多様な経験が出来るようなきっかけづくりが必要だと

感じる。 

⑥ つばめ組（５歳児クラス）  

１年間を通して、どんな活動をする時にも出来るだけ子ども達に相談し、活動に参

画する機会を用意してきたことで、子どもたち同士で話し合いが出来るようになり活

動に対し、意欲的に取り組んでいる姿が多く見られた。また、普段の生活面でも言

葉で伝え合ったりルールを決めながら遊びを楽しむ姿が見られるようになった。  

  

３－２  保育行事     

4 月  入園式  

5 月  こどもの日会、引き渡し訓練、新入園児個別面談、交通安全教室（園児）  

6 月  幼児保育参観懇談会、防犯教室（園児対象）  

7 月  七夕会、乳児保育参観懇談会、茄子チャレンジ、シソジュース作り、芋もち

作り 

8 月  ごっこ遊び 
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9 月  流しそうめん、祖父母参観、乳児保育参観懇談会、地域交流会、団子つく

り、カレー作り 

10 月  運動会（2～5 歳児）、全園児徒歩遠足  

11 月  収穫祭、幼児バス遠足  

12 月  発表会（2～5 歳児）、お餅つき、クリスマス会、ケーキ作り、地域交流会  

1 月  幼児バス遠足、防犯教室（園児）、味噌作り 

2 月  節分会、成長展、防犯教室（職員）、卒園遠足  

3 月  ひな祭り会、お別れ会、卒園式  

   

３－３子育て支援事業  

・育児相談  1 件   

・野菜の収穫体験の案内（地域）  

 ・園庭の花をプレゼント（在園）  

・花を使った実験の案内（在園）  

・チューリップの球根をプレゼント（在園・地域）  

・ハロウィン、節分のイベント参加案内（地域）（節分参加 3 件）  

・卒園生参加の取り組み（地域）  

 

３－４就学支援事業  

〇吉川小学校教職員が来園し活動の見学  

〇職員訪問  

・吉川小へ主任、前年度と今年度の年長組担任保育士が訪問し、卒園児の学校生活

を見学  

〇小学生との交流  

・吉川小学校  

・北谷小学校  

・美南小学校に、進学予定の園児と担任で参加  

○年長児入学先小学校の見学  

・北谷小学校見学と栄小学校のトイレを借り、待機中に授業の見学  

○午睡を減らしながら、文字や数字など興味関心を広げるための時間の確保  

・ワークに沿って読み書きを行い、文字に興味関心をもつようにした。 

・遊びながら数字に触れていき簡単な足し算や引き算を行った。 

・科学遊びを行い、不思議さを体験する機会を作った。 

 

３－５防災訓練及び消火訓練  

  ・毎月の避難消火訓練と年 2 回水害避難訓練を実施。また、年 1 回消防署職員立ち合

いで通報訓練と水消火器による消火訓練を行った。 

  ・大地震を想定した引渡訓練を実施した。   
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３－６給食  

① 栄養給与目標及び実績  

区分  
熱量  

ｋcal 

蛋白質  

ｇ  

脂質  

ｇ  

カルシ 

ウム 

ｍｇ  

鉄  

ｍｇ  

ビタミン 

Ａ  

μg 

Ｂ1 

ｍｇ  

Ｂ2 

ｍｇ  

Ｃ  

ｍｇ  

３歳未

満児  

目

標  
472 

15.4～

23.6 

10.5～

15.7 
225 2.2 192 0.24 0.29 19 

実

績  
493 21.4 17.7 292 3.1 220 0.43 0.37 19 

３歳以

上児  

目

標  
557 

17.9～

27.4 

12.2～

18.3 
270 2.3 210 0.29 0.34 21 

実

績  
549 23.3 18.6 265 3.5 249 0.51 0.36 23 

＊熱量とカルシュウムは目標値に届かない結果となってしまった。熱量が目標値を下回っ

てしまったにもかかわらず脂質は過剰になっていることから、献立のバランスが資質に偏っ

てしまっていた。その為、PFCバランスを意識して献立作成や調理方法について検討して

いきたい。カルシウムについては、低脂肪でカルシウムを多く含むスキムミルクなどを活用し

た献立を積極的に取り入れていく必要があると思われる。なお、不足しがちだったビタミンC

は、ビタミンCを多く含む食材をおやつで美味しく食べられるように献立を工夫したことで、

本年度も充足できた。 

 

食育事業  

(ア) いももち作り…じゃがいもほり行った数日後に行ったこともあり、どの園児も楽しみながら

調理を市、実際に食べた時も「美味しい！」という声が多かった。 

(イ) しそジュース作り…味の好き嫌いは分かれたが、色の変化はほとんどの子どもたちが楽

しんでいた。しそ以外の色の変化も楽しめるようバタフライピーを使用した。  

(ウ) なすチャレンジ…前年度のピーマンチャレンジが好評だったため、例年苦手な子が多

いなすで行った。給食だと全く食べないような子も食べている様子が見られた。  

(エ) カレー作り・もやしと竹輪の五色和え…切ったり入れたりするだけでなく、目の前でいた

めたり煮込んだりすることも目の前で行ったことで五感を使って楽しめた。作業に選択制

を取り入れたことによって、一人一人が積極的に作業に取り組む姿が多く見られた。  

(オ) お団子づくり…お月見にちなんでお団子づくりを行った。季節感も感じられる調理活動

となった。 

(カ) 流しそうめん…夏の風物詩ではあるが酷暑の為9月末に実施した。めんを掴むのに苦

戦しながらも楽しそうに挑戦し、「美味しい！」という言葉多く聞こえた。 
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(キ) 収穫祭（芋煮作り）…雨天の為室内での実施となったが、色々な感触の食材に触れた

り、自分たちでおにぎりを握り昼食で食べる等、自分たちで作ったお昼ごはんという感覚

で食べている様子も見られた。 

(ク) ケーキ作り…つばめ組のみで行った。各々好きなトッピングをして、味だけでなく彩りも

食事において大切な要素であることを感覚的に学べる機会になった。 

(ケ) 乳児が野菜洗いのお手伝い…自分が関わった食材が給食に提供されると、進んで食

べる姿や、他の園児にお礼を言われ、嬉しそうな姿がみられた。 

(コ) 味噌作り…大豆が様々な姿に変わることを体験し、食材料やその変化に興味・関心を

持つようになった。 

 

３－７職員研修・会議等  

① 研修  

  ア施設内研修  

    〇自己評価   自己点検及び自己評価（振り返り）  

〇園内研修   協同する保育実習（江戸川大学今村先生、大塚先生）、適切な保

育を考える研修、子どもが安心して生活できる保育園とはどんな保育園？、ABAトレ

ーニング（人がなぜそのような行動をするのか、行動の理由や目的を探っていく）に

ついて 

  イ園外研修  

       〇キャリアアップ研修、保育環境セミナーと施設見学、GT園施設見学、市内園長会

主催担当者別研修、GT園職員交換研修、新宿せいがこども園保育士体験研修、

藤森先生講演会、幼保小接続について、乳幼児STEM研修等  

  ウ会議  

会議名  実施回数等  

職員会議  毎月１回実施（４月のみ２回）  

乳児・幼児ケース会議  毎月職員会議の前に実施するとともに必要に応じ随時実施  

給食担当者会議  毎月１回実施  

随時行う会議  ヒヤリハットケース会議、行事等打ち合わせ会議等、実施  

 

４  ナーサリールームつばさ事業報告  

４－１  保育活動  

① もも組（０歳児クラス）  

   4 月から 0 歳児クラスの入園児がなく、10 月に 1 名入園したが、体調不良のた

め欠席が多く、しっかり毎日通園できるようになったのは年明け 1 月からとなった。

そのため、3 月までの 3 カ月間だけの在籍となり、なかなか慣れなかったので、まず
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は園の生活リズムに慣れることが目標だった。 

② いちご組（１歳児クラス）  

        個人の発達に、「出来ることと出来ないこと」の差が大きい子どもたちが多く、目

標を少し低めの遊びと少し高めの遊びを設定し、見守っていくように心がけたとこ

ろ、好きな遊びを見つけ集中して遊ぶ姿がみられた。言葉で伝えることが難しい年

齢で、語彙が少なく友達とのトラブルの際、乱暴な行為に出てしまうことが多くみら

れたので、事前に声掛けし危険回避する指導が増えてしまった。 

③ さくらんぼ組（2 歳児クラス）  

運動が得意で活発な子が多く、鉄棒では前回りが一人できる子が増えると、周

りの子どもたちも競い合ってやっていた。夜の眠りが良くないようで登園渋りをする

子が多かった為、保護者へ園での午睡の時間を短くし夜の眠りに影響しないよう

対応することを伝え、実践することで当園渋りをする子供が少なくなった。 

     

４－２  保育行事    

4 月   

5 月  子どもの日会  

6 月  保育参観  

7 月  七夕会  

8 月  夏祭りごっこ 

9 月   

10 月  遠足、芋だんご作り、ハロウィンあそび 

11 月   

12 月  お楽しみ会・クリスマス会  

1 月   

2 月  せつぶん会、成長展  

3 月  ひな祭り会、卒園お別れ会  

 

４－３子育て支援事業   

 ・眠りについての相談（在園）  

 ・子育て支援だよりホームページ公開（在園・地域）  

・夜の眠りが大切ということを保護者に伝える機会を増やし、登園しぶりの原因にもなるこ

とを理解してもらった。また、園の昼寝時間を少なくし早寝できるように伝える。（在園）  

 

４－４防災訓練及び消火訓練  

 ・毎月の避難消火訓練実施  

 ・年 2 回の水害避難訓練実施  

 ・年 1 回通報訓練及び水消火器での消火訓練（消防署職員立会い）実施  

 ・大地震を想定した引渡し訓練実施  
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４－５給食  

① 栄養給与目標及び実績  

区分  
熱量  

ｋcal 

蛋白質  

ｇ  

脂質  

ｇ  

カル

シ 

ウム 

ｍｇ  

鉄  

ｍｇ  

ビタミン 

Ａ  

μg 

Ｂ1 

ｍｇ  

Ｂ2 

ｍｇ  

Ｃ  

ｍｇ  

３歳未

満児  

目

標  
487 

15.8～  

24.3 

10.8～  

16.2 
225 2.2 192 0.24 0.29 19 

実

績  
488 21.2 17.8 249 3.1 220 0.45 0.38 22 

＊昨年度不足した熱量とビタミンAについて改善できるよう特に注意を払い、献立や食材を

工夫してきたが、脂質について過剰となってしまった。当年度は、児によって発育に差

異があり配膳時に配慮したことにより全体に順調な発育を見ることが出来た。  

② 食育活動  

・食に興味を持ち、給食やおやつに出る野菜の苦手意識を少なくするため、畑での野菜

の収穫や、毎日納品される野菜を給食室に運ぶこと、野菜を買いにいくなど、食に関わ

る機会を増やした。 

 ・お弁当箱に給食を詰めて外で楽しく食べる。 

    ・おままごとのお弁当箱にお箸でスポンジを入れ、お箸の持ち方を学ぶ機会を設けた。  

    ・お別れ会のおやつに牛乳を混ぜてフルーチェを作り、食を楽しむ活動を行った。  

    ・フレッシュファームへ買い物。 

 

４－６職員研修・会議等  

② 研修  

  ア施設内研修  

    ・自己評価（職員、保護者代表）対策と改善  

    ・園内研修 ミマモリングを使った保育の実践発表  

（法人３園、0,１才クラス、2才クラス環境工夫と改善点をオンラインで発表）  

・「乳幼児期の人権を守り育む」について研修。人権擁護チェックリストも活用したが、

園に合わせた人権研修を実施し、対策と改善について、研修を行った。 

・衛生・嘔吐処理マニュアル 

  イ園外研修  

            ・キャリアアップ研修、GT園見学、法人合同講演会（藤森平司先生）、市内私立保

育園協議会主催担当者別研修、人権を尊重し一人ひとりの育ちに向き合う保育を

実現するために、保育の質の向上について、子どもの眠りを考える 
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     ウ会議  

会議名  実施回数等  

職員会議  毎月１回実施（４月のみ２回）  

乳児・幼児ケース会議  毎月職員会議の前に実施すとともに必要に応じ随時実施  

給食担当者会議  毎月１回実施  

随時行う会議  ヒヤリハットケース会議、行事等打ち合わせ会議等、実施  

 

５  市野谷つばさ保育園事業報告  

５－１  保育活動   

① すみれ組（０歳児クラス）  

1 年を通して保育者と良好な関係を築きながら安心して園での生活を送ることができた。

また、身の回りのことに興味を持ち、意欲的に取り組む姿が見られ、さまざまな場面で自

信がついてきた。歩行が安定してきたことで遊びの幅や行動範囲も広がり、さまざまなもの

や活動にも興味を持ち、挑戦する姿が多く見られるようになった。 

食事面では、さまざまな食材に触れ、食べてみようとする姿が増え、1 歳児のクラスを見な

がら食具にも興味を持ち、少しずつ使おうとする姿が増えている。 

② つくし組（１歳児クラス）  

年度当初は在園児 2 名、新入園児 6 名のそれぞれがさまざまな思いを秘めていたが、ま

ずは自己を十分に出せることを第一段階とした。年間を通して個々のペースでその点に

おいては達成でき、現在に至る。また、この思いが十分に出せるようになると“他”への思

いも芽生え、関わりもいっそう深まった。集団の中で生きていく中、生活に関する自立も他

者からの刺激もあり、少しずつ遊んでいる。月齢差も大きいクラスであるが、その分自己を

知り、他を知る貴重な 1 年となったと感じる。 

③ たんぽぽ組（２歳児クラス）  

着替えや排泄、手洗いなど、基本的生活習慣が身につき自ら考え行動できるようになっ

た。3 歳だからこれくらいはできて当然という決めつけではなく、子どもの様子を見ながら自

然とやりたくなる環境を整えられたことが大きい。人間関係においても、思い通りにならな

いもどかしさや葛藤を経験することで相手の気持ちに気づけるようになってきた。  

④ ゆり組（３歳児クラス）  

1 期は、新しい環境に不安になる子が多かったが、年上の子との関わりを増やし寄り添っ

ていくことで安定して活動に取り組めるようになった。積極的に友だちと遊んだり、友だちと

給食やおやつを食べる約束をする姿も見られるようになった。しかし、けんかになった時に

お互いに譲り合うことが難しい場面も多々あるので、保育者の仲介が今後も必要である。  

⑤ ばら組（４歳児クラス）  

1 年間クラスでの話し合いの機会を設けることで自分たちでより良くするために考えること

がうまくできるようになってきた。また、就学も意識した生活習慣なども少しずつ身につける

ことができてきた。まだ自分の気持ちと相手の気持ちに折り合いをつけるのが難しい子も

多いため、子ども同士の関わりの中で意識できるようにしていきたい。 
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⑥ ひまわり組（５歳児クラス）  

進級当初は喜びや不安から落ち着きがなく、集団行動の難しさを感じていたが、友だちと

一緒に考え問題を解決していく経験や、気持ちの折り合いをつけていく経験などを通し、

対人関係の広がり、自立心を高めていくことができた。また、運動会や発表会、卒園式で

は一人ひとりが目的を持ち、一つの目標に向かって頑張る体験ができ、そこで学んだ協

同性や思いやりの心は日常生活の中で存分に発揮することができた。 

 

５－２  保育行事  

4 月  入園式  

5 月  子どもの日会、保護者参観懇談会  

6 月  防犯教室、交通安全教室  

7 月  引渡し訓練、七夕会、夏祭り 

8 月  AED 研修  

9 月  

 

10 月  2.3.4.5 歳児運動会、0、1 歳児親子で遊ぼう会  

11 月  幼児徒歩遠足  

12 月  発表会、お餅つき、クリスマス会  

1 月   

2 月  節分会、成長展、卒園遠足  

3 月  ひな祭り会、お別れ会、卒園式、不審者訓練   

① お誕生日会を毎月実施。 

② 保護者面談を年２回実施。 

     

５－３子育て支援事業  

① 子育て支援情報配信 (Instagram)、お悩み相談 BOX 園内設置、なかよしひろば（在園・地

域）  

② 絵本コーナーのおすすめ絵本貸出（在園）  

③玄関横緑地スペースの環境づくり（在園・地域）  

子供たちと玄関横緑地スペースを活用し花やハーブを植栽し、地域の方が花を見て奇

麗になったと声をかけてくれたり、写真を撮られたりする方もいた。また、在園児に対し、ビ

オラの苗の無料配布を行った。 

④ 地域活動支援事業（在園・地域）  

・児童発達支援センターの臨床心理士を招き子育て相談会を開催 (11 月、3 月 ) 

・ハンドボールイベントを行い、地域の小学生や幼児との交流や運動能力向上、ハンド

ボールという競技の体験会を開催 (11 月 ) 

⑤ 在園児の保護者、地域の子育て中の方、保育士を対象に子育てや発達などの相談

（在園・地域）  
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５－４就学支援事業  

・年長児入学先小学校の見学  

・流山北小学校の校庭を借りて学校の雰囲気を感じた。 

・市野谷小学校で近隣保育園年長児を対象としたなかよし交流会が実施され、1 年生と

の交流会に参加させてもらい、教科書やランドセルを実際手に取らせてもらい学校の雰

囲気を間近で感じることができた。 

 

５－５防災訓練及び消火訓練  

     毎月実施することが出来た。１２回のうち約半分は時間と日程を伝えずに行うなど、子ど

もだけでなく大人もイレギュラーな状況で行い、実際に起きた状況に近い形で行ったことで

課題を出して改善していくサイクルができてきた。 

 

５－６給食  

① 栄養給与目標及び実績  

 区分  
熱量  

ｋcal 

蛋白質  

ｇ  

脂質  

ｇ  

カルシ 

ウム 

ｍｇ  

鉄  

ｍｇ  

ビタミン 

Ａ  

μg 

Ｂ1 

ｍｇ  

Ｂ2 

ｍｇ  

Ｃ  

ｍｇ  

３歳未

満児  

目

標  
463  

15.1～  

23.2 

10.3～  

15.4 
225 2.2 192 0.24 0.29 19 

実

績  
517 22.1 19.6 308 3.3 229 0.44 0.37 22 

３歳以

上児  

目

標  
514 

16.7～  

25.7 

11.4～  

17.1 
270 2.3 210 0.29 0.34 21 

実

績  
585 24.5 20.9 286 3.7 273 0.53 0.39 27 

＊今年度は、栄養給与目標値を下回ることなく給食の提供が出来た。しかし、熱量、脂質

に関しては過剰給与の結果となってしまった為、献立の組み合わせや調理方法について

工夫をしていきたい。 

② 食育事業  

新型コロナウイルス感染症が５類感染症へと緩和されたことで、地域の農家へ野菜の買い

物やさつま芋堀の体験、さらにエビの解体学習を子ども達と実際に行った事により、食材

への興味関心を高めることが出来た。手探りで進めることも多かった為、次年度は食に対

して子供の興味関心がさらに高まるよう子どもと関わる中で探っていきたい。 

③ その他  

栄養バランスを考えた献立作成を心がけるだけでなく、子どもの声や現場の保育者の声に
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耳を傾けながら、より楽しいが詰まった給食の提供をしていけたら良いと思う。  

 

５－７保健・安全  

① 毎月、身長、体重測定を行い、発育状況の確認をしているが、今年度も特に発育の遅

れが心配な児童はいなかった。 

② 園医、歯科医による健診を年2回実施。 

③ 尿検査を実施。 

④ 事業所職員応急ラリー大会に参加。３位入賞。 

 

５－８職員研修・会議等  

①研修  

  ア施設内研修  

       〇自己評価  

     〇保育の当り前を見直そう  

    〇防災用具の使い方  

    〇小児の便秘について 

    〇保護者対応について（ロールプレイイング）  

    〇子どもへの関りや対応  

   

  イ園外研修  

     〇キャリアアップ研修     〇保育環境セミナー  ○加配保育士ワークショップ 

     ○架け橋期教育の充実に関する研修  

     〇乳児STEM保育研修会    〇乳児期の感覚運動の大切さについて 

     〇GT園への視察（浦和ひなどり保育園）  

  〇児童虐待防止対策研修       

②会議  

会議名  実施回数等  

職員会議  毎月１回実施（４月のみ２回）  

乳児・幼児ケース会議  毎日午睡中に振り返り時間として設ける 

給食担当者会議  毎月１回実施  

随時行う会議  ヒヤリハットケース会議、行事等打ち合わせ会議等、実施  
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